
令和 4 年度（２０２２年度） 聴覚障害者のコミュニケーション教室 （事前申込み制） 

 

今年度の聴覚障害者コミュニケーション教室は、オンライン形式（Youtube）で開催します。受講ご希望の方は、裏面のお申込み方法等をご覧のうえお手続きください。 

 

 配信期間 テーマ 内  容 講  師 申込期間 

１ 
９月 24 日（土） 

～  
10 月 8 日（土） 

2020 年度公開（再公開） 

「見た目問題」 

～隠せない障害と生きる～ 

顔の変形や、あざ、マヒ、極端な低身長など、特徴的な外見ゆえに差別を受け、

劣等感を抱いている人たちがいる。聴覚障害の場合も、補聴器や人工内耳が見

えることを気にする人がいる。症状を他人から見られることへの抵抗感や恐

怖心は、どこからくるのか。見た目に悩みながらも、自分らしく生きることに

ついて考える。 

朝日新聞東京本社 

文化くらし報道部 

岩井 建樹（いわい たてき） 

9 月 1 日（木） 

～  
９月 15 日（木） 

２ 
10 月 22 日（土） 

～  
11 月 5 日（土） 

2020 年度公開（再公開） 

共生社会を目指して 

～誰のせいにもしない～ 

「高信頼性組織研究」という失敗が許されない組織で、いかに失敗をなくすか

という研究がある。この学問でわかっていることは、「失敗を減らしたければ、

失敗を許容しなければならない」ということ。誰にも得意なこと、苦手なこと

があり、万能な人はいない。人とのコミュニケーションが取りにくい聴覚障害

者が、組織の中で「障害者」ではなく「万能ではない人のうちの 1 人」にな

るということは？高信頼性組織研究を通して、共生社会について考える。 

東京大学 

先端科学技術研究センター 准教授 

熊谷 晋一郎（くまがや しんいちろう） 

９月 29 日（木） 

～  
10 月 13 日（木） 

３ 
11 月 26 日（土） 

～  
12 月 10 日（土） 

2020 年度公開（再公開） 

音の錯覚： 

うまく聞き取る脳の戦略 

聴覚に障害がなくても、聞こえの内容は、音の物理的特性とは一致しないこと

がしばしばある。その意味で、聴覚は錯覚に満ちている。しかしその多くは、

単なる処理のエラーではなく、効率良く適切に物事を把握するための脳の情

報処理戦略の表れである。いろいろな錯覚を紹介しながら、音を認知する巧妙

な脳のメカニズムを解説する。 

NTT コミュニケーション科学 

基礎研究所 

NTT フェロー/柏野多様特別研究室 

室長 柏野 牧夫（かしの まきお） 

１1 月 3 日（木） 

～  
11 月 17 日（木） 

４ 
12 月 24 日（土） 

～  
１月 7 日（土） 

「喪失学の視点から」 

～グリーフケアを知る～ 

人は人生の途中で様々なものを失う。家族、友人、希望…人生の途中で聴覚を

失うことも喪失である。喪失とはなにか、喪失することでどのような影響があ

るのか、喪失とどう向き合えばよいのかをグリーフケアの実践から客観的に

学ぶ。 

関西学院大学 

人間福祉学部人間科学科 教授 

坂口 幸弘（さかぐち ゆきひろ） 

12 月 1 日（木） 

～  
12 月 15 日（木） 

５ 
１月 28 日（土） 

～  
2 月 11 日（土） 

わかりあえないことから 

言葉の「意味」は理解できても、言葉にかかるコンテクスト（文脈）がずれて

しまうとコミュニケーションが成り立たなくなる。このコンテクストを理解

する能力こそが、社会的弱者を支える側の人に必要な能力である。言葉で伝わ

らない非言語情報をいかに伝えるかを、演劇の手法を通じて学ぶ。 

劇作家・演出家 

平田 オリザ（ひらた おりざ） 

1 月 5 日（木） 

～  
１月 19 日（木） 

６ 
2 月 18 日（土） 

～  
3 月 4 日（土） 

「つじつまを合わせたがる脳と心」 

～補い合う感覚処理の特徴～ 

視覚、聴覚、触覚にはそれぞれの感覚器官（眼・耳・皮膚）があり、脳内で階

層的に処理されているが、外界を総合的に理解するために複数の感覚器官か

ら得られた食い違う情報を統合し、瞬時に総合的な判断が行われているとい

う。聴覚に障害がある場合は、脳内で認識処理がどのように行われるか、どの

ような認知が苦手になるのか、脳内における情報処理の仕組みを学ぶ。 

筑波学院大学 経営情報学部 

ビジネスデザイン学科 教授 

横澤 一彦（よこさわ かずひこ） 

１月 26 日（木） 

～  
２月 9 日（木） 

 

お申込み方法等は裏面に記載 

 



お申込み方法  受講を希望される方は、次のいずれかの方法でお申込みください。 

方法１ 

特定非営利活動法人 東京都中途失聴・難聴者協会のホームページのイベント情報『コミュニケーション教室お申込みフォーム』から 

フォームから送信後、申込み受領確認メールが自動送信されます。 

URL：https://www.tonancyo.org/ 

 

方法２ 

タイトルを「コミュニケーション教室○月受講申込」として、①氏名、②メールアドレス を事務局あてに送付 

申込み確認後、事務局よりメールまたは FAX で受講受付を送信いたします。 

〔申込先〕 

特定非営利活動法人 東京都中途失聴・難聴者協会 事務局 

メールアドレス ： info@tonancyo.org 

FAX 番号 ： 03-5919-2563 

 

※ 携帯アドレスでお申込みの場合は、事務局アドレス info＠tonancyo.org が受信できるように受信許可の設定をお願いします。 

※ 申込受領確認メールが届かない場合は、メール受信の設定や迷惑メールに振り分けられていないかをご確認のうえ再度お申込みいただくか、 

お手数ですが事務局へご連絡ください。 

※ 受講 URL は各開講日の 3 日前までにお送りします。 

※ 受講 URL は受講手続きをされた方のみにお送りします。他者に貸与しないでください。 

※ 講座の無断録画、録音、画像の保存等は禁止します。 

※ 受講後、簡単なアンケートをお願いする予定です。 

※ インターネットでの受講が困難な方へ DVD を貸し出します。事務局へお申込みください。 

 

■主 催：東京都教育委員会 （委託 特定非営利法人 東京都中途失聴・難聴者協会） 

■対 象：都内の聴覚障害者等  各回オンライン配信（Youtube） 

■受 講 料：無料 

■問合せ先（事業全般に関すること） 

東京都教育庁地域教育支援部生涯学習課 

〒163-8001 新宿区西新宿 2-8-1 

電話：03-5320-6857 

FAX：03-5388-1734 

メールアドレス：ml-sy-kyoyokoza@section.metro.tokyo.jp 

■問合せ先（申込みに関すること） 

特定非営利活動法人 東京都中途失聴・難聴者協会 

〒160-0022  新宿区新宿 2-15-25 カテリーナ御苑 202 

電話：03-5919-2421 

FAX：03-5919-2563 

メールアドレス：info@tonancyo.org 

東京都中途失聴・ 

難聴者協会 HP 


